
平
成
九
年
一
月
二
十
八
日
受
領 

答

弁

第

一

〇

号 
     

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
国
家
公
務
員
の
公
正
な
処
分
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
三
九
第
一
〇
号 

平
成
九
年
一
月
二
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

橋 

本 
 

太 

郎 

 

一 

 



 

三
に
つ
い
て 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

厚
生
大
臣
が
、
岡
光
前
厚
生
事
務
次
官
に
対
し
て
平
成
八
年
十
一
月
十
九
日
に
行
っ
た
辞
職
の
承
認
処
分
及
び
和
田
前
厚

生
省
大
臣
官
房
付
に
対
し
て
同
年
十
二
月
十
六
日
に
行
っ
た
懲
戒
免
職
処
分
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
処
分
の
時
点

で
任
命
権
者
と
し
て
知
り
得
た
事
実
関
係
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
法
並
び
に
人
事
院
規
則
八
―
一
二
（
職
員
の
任
免
）
及

び
人
事
院
規
則
一
二
―
〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
諸
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規

定
と
の
関
係
で
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

 

い
」
と
は
、
任
命
権
者
等
が
同
法
に
基
づ
く
職
員
の
分
限
、
懲
戒
及
び
保
障
を
行
う
に
当
た
り
、
同
法
第
二
十
七
条
に
規
定

す
る
平
等
取
扱
い
の
原
則
等
に
従
っ
て
公
平
に
行
う
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
法
及
び
関
係
す
る
人
事
院
規
則
の
諸
規
定
に

従
っ
て
適
正
に
行
う
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。 

職
員
の
休
職
、
復
職
、
退
職
、
免
職
等
の
処
分
は
、
国
家
公
務
員
法
及
び
人
事
院
規
則
に
従
っ
て
、
任
命
権
者
の
判
断
に

衆
議
院
議
員
山
本
孝
史
君
提
出
国
家
公
務
員
の
公
正
な
処
分
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四
に
つ
い
て 

な
お
、
当
該
承
認
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
処
分
の
時
点
に
お
い
て
疑
惑
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
た
内
容
を
中
心
に
厚
生
省

と
し
て
事
情
聴
取
を
行
っ
た
が
、
本
人
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
否
定
し
た
こ
と
等
か
ら
、
任
命
権
者
で
あ
る
厚
生
大
臣
が
「
懲

戒
免
職
等
の
処
分
に
付
す
べ
き
相
当
の
事
由
が
あ
る
場
合
」
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
今
回
の
辞
職
の
承
認
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
辞
職
を
承
認
し
た
場
合
、
そ
の
後
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
厚
生
省
の
人
事
担
当
者
か
ら
厚
生
大
臣
に
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
い
る
。 

人
事
院
は
、
人
事
院
規
則
八
―
一
二
第
七
十
三
条
に
基
づ
く
辞
職
の
承
認
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
「
懲
戒 

 

免
職
等
の
処
分
に
付
す
べ
き
相
当
の
事
由
が
あ
る
場
合
」
に
は
、
職
員
か
ら
辞
職
の
申
出
が
な
さ
れ
て
も
直
ち
に
辞
職
を
認

め
な
い
よ
う
、
各
省
庁
に
対
し
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

よ
り
行
う
必
要
が
あ
る
。 

御
指
摘
の
今
回
の
辞
職
の
承
認
処
分
は
、
職
員
か
ら
辞
職
の
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
、
当
該
職
員
が
厚
生
省
の
事
務
次
官
の

職
に
あ
っ
た
こ
と
及
び
厚
生
行
政
の
停
滞
を
避
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
、
任
命
権
者
で
あ
る
厚
生
大
臣
が
、
国

家
公
務
員
法
及
び
人
事
院
規
則
八
―
一
二
の
諸
規
定
に
従
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

 

五 

五
に
つ
い
て 

人
事
院
規
則
八
―
一
二
第
七
十
三
条
に
基
づ
く
辞
職
の
承
認
処
分
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
そ
の
後
判
明
し
た
事
実
に
よ

り
、
そ
の
処
分
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
の
成
立
に
瑕
疵
が
あ
り
、
取
り
消
し
得

べ
き
行
為
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
今
回
の
辞
職
の
承
認
処
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
取
り
消
す
考
え
は
な 

 

い
。 


